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 1
D. G. ロセッティの装飾的中世 
—《エルフェン＝ミアの乙女たち》と 
モクソン版『テニソン詩集』の挿絵から 







少女時代》The Girlhood Mary Virgin(1848−49, カンヴァスに油彩, 83.2 x 65.4cm, 
ロンドン, テイト, S40, pl. 26)を自由展覧会に出品した。この作品は好意的に迎え
られたが、第２作目の《見よ、われは主のはした女なり！（聖告）》Ecce Ancilla 
Domini! (The Annunciation)（1849-50,カンヴァスに油彩, 72.4 x 41.9cm, ロンド
ン, テイト, S44, pl. 29）が批判を受けると、ロセッティは画題を文学作品（ダンテ、
シェイクスピア、ブラウニングらの作品）に求めて、それらを、水彩画、素描、そ
して本の挿絵のなかで描くようになった。ブラウニングの詩に取材した《「しっ！」
とケイト妃が言った》‘“Hist!”, Said Kate The Queen’ (1851,油彩, イートン・コレ


































作である『ロデリックとロザルバ——円卓の話』Roderick and Rosalba: A Story of 
the Round Table に挿絵を描き、1841 年には詩『サー・ヒュー・ザ・ヘロン』Sir 






スコットを中世へと誘ったのはかれが 13 才のときに読んだトマス・パーシーが 180











Specimens of Early English Poets (1790、1800 年に増補新版として３巻本とし












 こうした趣向は 18 世紀後半の建築におけるゴシック・リバイバルとゴシック・ロマ











































ロセッティを誘い、1836 年 10 月、８歳のかれはルイスの物語を、シェイクスピア
の『マクベス』とならんで描いている。そのとき選んだ主題は、暴力的な場面だっ
た（Grieve [2012] 15）。 












他の作品(Montorio, Women, The Wild Irish Boy, the Abligenses, Bertram)、ヨ
ー ハ ン ・ マ イ ン ホ ル ド の 悪 魔 的 な 主 題 の 小 説 Maria Schweidler die 
Berusteinhexe(1843)の英訳『琥珀色の魔女』(1844)や『魔女シドニア』、T. G. ヘ
イクのゴシック・ロマンス『ヴェイツ、もしくは狂気の哲学。ある悲劇的な作家の
生涯、行為、情熱に関する話』Vates, or the Philosophy of Madness. Being an 
Account of the Life, Actions, Passions and Principles of a Tragic Writer(Grieve 
[2012]13−14)などが、ロセッティの読書リストに加わっている (FL 1.101)。  
 これらの本や詩作に没頭しながら、ロセッティは 1837 年からキングズ・カレッ
ジ・スクールに通い、水彩画家ジョン・セル・コットマンの絵画の授業を受けてい








いものだっただろう。だが、ロセッティは首尾よく、1844 年 7 月ロイヤル・アカ




























いた。ロセッティは、1848 年 5 月、ロイヤル・アカデミー展に出展されたハント





























ングを添えた《ファウスト》Umrisse zu Goethes Faust (1816)を知っており(FL 









の外にいるメフィストーフェレス》Faust: Mephistopheles Outside Gretchen’s 


























Dies irae, dies illa 





 ロセッティはこの場面を 2 年後の 1848 年にさらに５点描く ((1)(2)Faust: 
Gretchen and Mephistopheles in the Church, S34, pl. 19, & S34A, pl. 20, (3)A 
Shrine in the Ramparts (‘The Sun May Shine and We Be Cold)’, S.33, 




















レスでもなく、背景で祈りを捧げる４人の人物だった。ミレイは、1848 年 1 月に





























(3)には、“May/48”の書き込みと、(2)と同じ署名を用いた“Dante G. Rossetti to 






















への挿絵が少なくとも６点現存している（The Raven: Angel Footfalls (June 1846, 
S19, pl. 5) , The Raven (c.1847, S19A, pl. 6, 図 4), The Raven (c.1847, S19B, pl. 7, 
図 5), The Raven (c.1846, S19C), The Sleeper (c.1846-7, S29, pl. 15), Ulalune 
(c.1847-8, S.30, pl. 16)）。このなかで亡霊が描かれているのは、ポーの『大鴉』(1845)
の第 12、13 連を描いた S19B と、『眠れる人』を描いた S29（図 6）である。 






(1810-44)の《ゲーテの「ワルプルギスの夜」を読んだ後の夢》A Dream after 
Reading Goethe’s ‘Walpurgisnacht’ (1827-33)の影響が指摘されている(Grieve 
[2012] 33)。 










Colburn& Bentley’s Standard Novel シリーズやブルワー・リットンの Pilgrims 





ァウスト』に取材した《魂をかけて男と競技するサタン》Satan Playing with a Man 
for His Soul (1847)の木版画であろうと推測する(Browne)。この木版画は People’s 
















（Surtees 4）。これらの挿絵の天使の行列が、同じ頃(1847 年頃)に 12、13 連を描

























ニの物語の挿絵に投影された(Paolo and Francesca da Rimini, c.1846-8, ペンと茶





ブレイクの影響もあるだろう。1847 年 4 月に、ロセッティは大英博物館図書部に勤











2-3 Retro Me,Sathana! ——「悪魔的」な中世を表した最初の油彩画 
 《ファウスト》、ポーの詩への挿絵、そしてパオロとフランチェスカの接吻を描







ったのだ。イーストレイクは、アルバート公からの信頼も篤く 1841 年から 1848
年までファイン・アーツ・コミッションのセクレタリーを務めたほか、ナショナル・
ギャラリーのキーパー（1843-47、その後初代館長になる）にもなり、『油彩史の






































きだしたであろう。」(FL 1.102)翌年の 1848 年 8 月、ロセッティはホルマン・ハ
ントと作った「名声不朽の人たち」Immortals のリストにもブラウニングの名前を
挙げている (Correspondence 1.48.10, Hunt 1.159)。 


















が難しかったことを受け、ロセッティは再度 1850 年 5 月か 6 月に《「しっ！」と
ケイト妃が言った》にとりかかった。大きなサイズの油彩画を準備していたが、ロ
セッティはその油彩画を破棄してしまい、現存するのはこの時期に描かれたとおも























































































ザベル」“Rosabell”と「愛の夢」“A Dream of Love” およびスコットみずからが挿
絵を描いた The Year of the World (1846)を称える手紙を書き、二回目の手紙では
















1853 年にははやくも兄弟団は機能しなくなるのだが、その年の 6 月〜7 月、ロセ
ッティはニューカースル・アポン・タインにウィリアム・ベル・スコットを訪ねた。
ロセッティの 1847 年の手紙以来、二人は親交を結んでいた。エジンバラ生まれの
スコットはボーダー・バラッドに親しんでおり、『英国バラッドの本』The Book of 
British Ballads (1842, 1844)にも挿絵を描いている。スコットはロンドンで挿絵画
家を志したがうまくいかず、スコットランドに戻ったのだが、国会議事堂のフレス







 ニューカースルでロセッティは少なくとも 2 点の水彩画を描いて、ブラウニング
の詩で再会した情熱の中世を色彩と装飾性のなかに現した。そのうちの１点が《黄










もう 1 点の水彩画、《カーライルの壁》Carlisle Wall  (The Lovers) (1853, S60, 

































































しくなった。アリンガムは詩集『昼と夜の歌』Day and Night Songs の出版に際し
て、1853 年 11 月頃にロセッティに宣伝用パンフレットの表紙デザインを相談し、
タイトルページの口絵をウォルター・ダヴァレルに依頼している(Correspondence 






 アリンガムはさらに 1854 年出版の『昼と夜の歌』に、第２シリーズの『昼と夜
の歌』を加え、その間に「音楽教師」(“Music Master”)を挟んだかたちで、『昼と
夜の歌および音楽教師——愛の詩』を 1855 年 6 月に出版した。この詩集に、ロセ











 ロセッティの挿絵がいかに 19 世紀挿絵史の転換点となったかについては、ヒュ
ーズとミレイの挿絵と比べてみるとわかるだろう。ヒューズが挿絵を描いたのは、
家畜の世話をする田舎の娘への愛をうたった“Oh! Were My Love”（ヒューズの挿
絵のタイトルは「踏越し段を越えて」“Crossing the Stile”）、「レイディ・アリス」
“Lady Alice”、 「ミリイ」“Milly”、「少年の埋葬」“A Boy’s Burial”および「黄昏

































詩の最初の 2 連を、ロセッティは挿絵に描いた。 
 
Twas when the spinning-room was here, 
 There came Three Damsels clothes in white, 
 With their spindles every night; 
 Two and one, and Three fair Maidens, 
 Spinning to a pulsing cadence, 
 Singing songs of Elfen-Mere; 
 Till the eleventh hour was toll’d, 
 Then departed through the wold. 
 Years ago, and years ago; 
 And the tall reeds sigh as the wind doth blow. 
 
 Three white Lilies, calm and clear, 
 And they were loved by everyone; 
 Most of all, the Pastor’s son, 
 Listening to their gentle singing, 
 Felt his heart go from him, clinging 
 Round these Maids of Elfen-Mere; 
 Sued each night to make them stay, 
 Saddene’d when they went away. 
 Years ago, and years ago, 
 And the tall reeds sigh as the wind doth blow. 
 
5-2 アリンガム編集『バラッド集』への挿絵——エリザベス・シダルとともに  
この場面の選択には、アリンガムがスコットランドのバラッドを編集した詩集




みが影響を与えている。1854 年 4 月 22 日、ロセッティは体調を崩したリジーの療
養のためにヘイスティングを訪れる15。ロセッティはいったんロンドンに戻ったも
のの、5 月 3 日にまたヘイスティングにリジーを訪ね、しばらくリジーと滞在した。
ヘイスティングに行く前日の書簡で、アリンガムにバラッド集の出版先であるラウ
トリッジから送られてきた版木をヘイスティングまで持ってゆくために、２、３枚
ロンドンの実家 (45 Upper Albany Street) まで届けるように頼んでいる
(Correspondence 54.40)。ロセッティはその書簡でこのときまでに《トーマス卿と
美しいアニー》 “Lord Thomas and Fair Annie”のスケッチを描いたと伝えている。
5 月 7 日、ロセッティはアリンガムに宛て、その版木について御礼を書き、リジー
がすでに「クラーク・サンダーズ」に取材したスケッチを描いたとも伝えている
(Correspondence 54.42)。5 月 19 日にはロンドンに戻る際にリジーが描いた版木
のデザインを持参するとアリンガムに記し(Correspondence 54.48)、また 5 月 23









ガムが編集しているスコットランドの）古いバラッド(“The Lass of Lochroyan” & 







































ラッド「トーマス卿と美しいアニー」“Lord Thomas and Fair Annie”を主題とす
る（《美しいアニーのバラッド》Ballad of Fair Annie, c.1854, ペン, セピア, ウォ























































ここに記される「面倒な心配事」というのは、ロセッティが 1854 年 2 月 24 日に立






























































































































































































































ョン」(Vision of Sin)と「芸術の殿堂」(Palace of Art)等を描いてみ
ようかとおもう。これらの作品では、みずからのために、そして誰も
のために、詩人独自のアイデアを損ねることなく、じぶんの責任で詩

























































加えると記し、また別の彫版師 W. J. リントンから送られてきた《マリアーナ》の
第２校にも言及している(Correspondence 56.60)（リントンは《サー・ガラハッド》





ながら薦めている（Correspondence 57.8）。ロセッティの挿絵 5 点、ミレイの挿







































































小道具をロセッティは、1853 年の水彩画《ベアトリーチェの一周忌》The First 
Anniversary of the Death of Beatrice (1853, 紙, 水彩, 41.9 x 60.9cm, S58, pl. 51
















に油彩, 86.4 x 66cm,ロンドン, テイト)にも用いられるものであり、聖チェチリア
の表情もベアトリーチェの新生に向かう表情を予期させる。1853-55 年、ロセッテ
ィは《デリアのもとへのティブルスの帰還》 The Return of Tibullus to Delia (c. 
1853, 水彩, S62, pl. 56、個人蔵)のデッサン（Study of Elizabeth Siddal as Delia, 
c. 1855, 紙, 鉛筆, 41 x 32.3cm, バーミンガム・ミュージアムズ＆アート・ギャラリ




































































































































た。1852 年の水彩画《ダンテの肖像画を描くジョット》Giotto Painting the 









た《王妃の私室のサー・ランスロット》Sir Launcelot in the Queen’s Chamber 






















































































本稿は、2011 年 9 月 13 日のイエール大学イギリス美術センターにおける“Art in 
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1 ストロベリー・ヒルの建築プラン、所蔵品等に関しては、以下を参照。A 
Description of the Villa of Horace Walpole, Youngest Son of Sir Robert Walpole, 
Earl of Orford, at Strawberry-Hill, near Twickenham: with an inventory of the 
furniture, pictures, curiosities, &c. Strawberry-Hill [London] : Printed by 
Thomas Kirgate, 1774. 
2 スコットは、Encyclopædia Britannica 第 4 版(1815-24)の補遺版に「騎士道」「ロ
マンス」「ドラマ」についてのエッセイを執筆している。 












                                                                              
5 V.サーティーズ編カタログ・レゾネではこの鉛筆画の制作年は 1848 年頃となって
いるが、グリーヴは画中のモノグラムから 1846 年頃と制作年を設定しなおしてい





7 この挿絵には 1848 という書き込みがあるが、グリーヴはこの制作年について注






奇物語』The Romaunt of Margret からとられたタイトル “The Sun May Shine 




9 ポーの『大鴉』は、1845 年の 1 月 29 日付けのニューヨークの『イヴニング・ミ







































13 ロセッティはロンドンのブラウニングの家を訪ね、彼の家で自作の Maud を読む
テニソンの姿をスケッチしている。そのときにこの《「しっ！」とケイト妃が言っ
た》をブラウニングに見せたかもしれない。 
14 ライフは Joseph Stnowe, The Rhine, Legends, Traditions, History, from 




15 1854 年 4 月 24 日頃、ロセッティはラスキンとアリンガムの詩集を共に半分読み、
ラスキンに詩集をあげている(Correspondence 54.35)。 
16 アリンガムのバラッド集 The Ballad Book は 1864 年に Macmillan から出版さ
れた。 
17  同時期に描いていた《見つかって》Found で坐って顔を背ける娼婦の姿勢とも
類似している(Life 80)。 
18 リジーは、テニソンの詩 The Lady of Shalott, The Passing of Arthur, St. 
Cecilia, Lady Clare を描いている。彼女の The Lady of Shalott (1853)と Lady 
Clare (c.1854-7)については、Tim Barringer, Jason Rosenfeld, Alison Smith, 
eds., Pre-Raphaelites: Victorian Avant-Garde (London: Tate Publishing, 2012) 
nos. 49 & 50 を参照。 
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要　　　約
D. G. Rossetti’s Decorative Arrangement: 
His “Medieval” Illustrations to The Maids of 




Through his reading of Walter Scott’s chivalric romances, 
medieval border ballads and Gothic romances, D. G. Rossetti 
pictured a highly original vision of the Middle Ages in 
reciprocal–romantic but horrifying, passionate but demonic, 
vernacular but supernatural– images.  Rossetti’s illustrations of 
the 1840s to Goethe’s Faust and Edgar Allan Poe’s The Raven 
reveal his enthusiasm for diablerie, while those to Dante’s story of 
Paolo and Francesca da Rimini display his fascination with 
medieval characters possessed with real emotions and passion.  
In 1854-55 Rossetti drew an illustration for William Allingham’s 
poem, The Maids of Elfen-Mere, reflecting his double vision of 
the Middle Ages. The uncanniness and the emotionality are 
enhanced by the contrast of the repetition of the Maids’ figure 
with the seated figure of the boy. The Maids’ repeated figures 
emphasise their otherworldliness and sensuality, while the boy’s 
immovable body represents his worldliness and preoccupation 
with passion and pain. The contrast is accentuated by Rossetti’s 
“arrangement” of the picture surface. He divided the surface into 
three parts–the foreground, the middleground, and the background.  
The middleground is quite eliminated and the background is filled 
with details.  The boy in the foreground is brought up so that his 
emotional state is exposed. This arrangement also makes the 
surface highly decorative. Rossetti employed the device for his 
five illustrations to the Moxon Tennyson (published in 1857). In 
them he further elaborated details to heighten the decorative 
― 211 ―
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quality and enhance the visual, tactile and aural senses, through 
which the remote world came to appear strongly palpable and 
intimate. 
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